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例題０１：（第２章 静止流体） 
図 のような底面の辺の長さ l の容器内に，密度 ρ の液体が深さ hまで入っている．大

気圧を 0p とするとき，容器の１つの側面全体が受ける力とその作用点の深さを求めよ． 
 
解答：微小面積 ( )dA bdz= に加わる力は， 

( )( )0dF p gz ldzρ= +  
この微小面積に加わる力を側面全体にわたり積分すれば，側面全体が受ける力 F が求まる． 
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次に作用点を求めるため，水面の高さに軸 O をとりその軸まわりのモーメントを考えるこ

とにする．微小面積 dAに加わる力 dF によるモーメントは，水面からの距離を zととれば， 

 ( )( )0dF z p gz ldz zρ× = + ×  

側面全体では 

( )0
0

h

p gz lzdzρ+�  

となる．これと等しいモーメントを，先に求めた側面全体が受ける力 F との積で与える距

離が作用点の深さ cz となる．すなわち， 

 ( )0cF Z p gz lzdzρ× = +�  

これを解いて， 
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例題０２：（第９章 揚力・抗力） 
 主流速度 U=5[m/s]の空気の流れの中に，長さ 2l = m，幅 1b = の平板を(1)長さ方向を流
れに平行においた場合，と(2) 流れに垂直においた場合の抗力を求めなさい．ただし空気の

動粘性係数 51.5 10ν −= × [m2/s]，空気の密度 1.2ρ = [kg/m3]とする． 

  

解答： (1)平板を，長さ方向を流れに平行においた場合の，平板前縁からのレイノルズ数
は，  
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この値は，遷移レイノルズ数 critRe より小さい．よって流れは平板で層流であるとしてよい． 
抗力係数 fC は，テキスト P.156の式(5)より 
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抗力 fD はテキスト P.156の式(4)より，平板の両面を考えて 
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Ans. 0.095 N 
(2)板を流れに垂直においた場合には，矩形板と考え，短い方の辺の長さを代表長さとした
レイノルズ数を考える． 
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このレイノルズ数においては，平板の抗力係数 1.2DC = となる．よってテキスト P.145 の式

(9.8)より 
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